
環境影響評価準備書（案）について

資料２



環境影響評価準備書の構成

準備書の構成（環境影響評価法第14条第1項、国交省令第33条 等）

1.都市計画対象道路事業の名称

2.都市計画決定権者の名称

3.都市計画対象道路事業の目的及び内容

9.方法書についての知事意見
及びそれに対する都市計画決定権者の見解

10.都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の項目
並びに調査、予測及び評価の手法

11.環境影響評価の結果
（調査・予測及び評価結果、環境保全措置）

8.方法書について意見を有する者の意見の概要
及びそれに対する都市計画決定権者の見解
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4.都市計画対象道路事業実施区域及びその周囲の概況

5.計画段階環境配慮書における調査、予測及び評価の結果

6.計画段階環境配慮書についての
国土交通大臣意見と都市計画決定権者の見解

7.計画段階環境配慮書の案又は配慮書についての
意見 と見解

14.環境影響評価の委託先

13.環境影響評価の総合的な評価

12.事後調査



都市計画対象事業の内容

都市計画対象道路
事業の名称

尾張都市計画道路
１・３・２号 名岐道路

都市計画決定権者
の名称

愛知県

代表者の氏名 愛知県知事 大村秀章

住 所
愛知県名古屋市中区三の丸三丁目
1番2号

事業の種類
指定都市高速道路 または
一般国道の改築

事業実施区域の位置
起終点：愛知県一宮市

位 置：次ページのとおり

事業の規模 延 長：約7.5km

道路の車線の数 4車線

道路の設計速度 80km/h

そ
の
他

道路区分（種級） 第２種第１級（自動車専用道路）

構造の概要 嵩上式（高架構造）

IC・JCTの設置 計画有り

休憩施設の設置 計画無し

準備書（案） 第1～3章 2



都市計画対象道路事業の内容（事業実施区域の位置等） 準備書（案） 第1～3章 3

事業実施区域

名古屋高速
一宮線

端末IC 一宮木曽川JCT
中間IC一宮中入口一宮東出口

事業実施区域︓当該事業により土地の形状の変更並びに工作物の新設及び増設が想定される概ねの範囲であり、
工事施工ヤード及び工事用道路等の設置が想定される概ねの範囲を含む区域

対象事業の種類 指定都市高速道路または
一般国道の改築

対象事業の規模 車線数：４車線、道路延長：約７.５km

その
他の
事業
内容

道路の規格 区 分：第２種第１級（自動車専用道路）
設計速度：８０km/時

計画交通量 28,400～58,800台/日（令和22年推計）

主要な連結位置 中間IC、端末IC、一宮木曽川JCT

施設 休憩所：なし

■標準横断

国道22号 国道22号

計画交通量

区 間 名岐道路 国道22号

一宮東入口～一宮東出口 58,800 39,100

一宮東出口～一宮中入口 55,800 44,300

一宮中入口～中間IC ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 52,600 45,800

中間IC ｵﾌﾗﾝﾌﾟ～中間IC ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 47,300 43,900

中間IC ｵﾝﾗﾝﾌﾟ～端末IC ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 42,700 48,500

端末IC ｵﾌﾗﾝﾌﾟ～端末IC ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 35,700 46,000

端末IC ｵﾝﾗﾝﾌﾟ～一宮木曽川JCT 28400 50,000

＜現況交通量＞
国道２２号
54,552台/日

＜現況交通量＞
国道２２号
61,627台/日

＜現況交通量＞
国道２２号
60,146台/日

<現況交通量>
名高速一宮線
57,292台/日



事業実施区域及びその周囲の概況（地域特性の把握）

（1）自然的状況［生活環境（気象・大気質・騒音・振動・水象・水質・地下水質）］

準備書（案） 第4章

日光川
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：事業実施区域

騒音（伝法寺8丁目）
騒音レベル 環境基準

昼間 73dB 超過

夜間 71dB 超過

騒音（浅野）
騒音レベル 環境基準

昼間 68dB 適合

夜間 68dB 超過

騒音（高畑町2丁目）

騒音レベル 環境基準

昼間 65dB 適合

夜間 63dB 適合



事業実施区域及びその周囲の概況（地域特性の把握）

（2）自然的状況［生活環境（動物・植物・生態系、景観・人と自然との触れ合いの活動の場）］

準備書（案） 第4章

イチョウ（常保寺）

浅野公園

ウォーキングコース
（市南東部︓西成の寺社巡り(1)）

ウォーキングコース
（市北東部︓大江川河畔(浅
井山公園〜中保健ｾﾝﾀｰ)）

ウォーキングコース
（市北西部︓
木曽川町寺社巡り）

大江川緑道

138タワーパーク
（国営木曽三川公園）

木曽川堤・桜並木

ツインアーチ138

一宮市役所
（14階展望ロビー）

木曽川

ウォーキングコース
（市南東部︓西成の寺社巡り(1)）

5

：事業実施区域



事業実施区域及びその周囲の概況

（3）社会的状況［用途地域、交通の状況、文化財、環境の保全についての配慮が特に必要な施設］

準備書（案） 第4章

国道２２号
54,552台/日

（大混率︓15.7%）

東海北陸自動車道
35,679台/日

（大混率︓19.3%）

東海北陸自動車道
32,680台/日

（大混率︓19.2%）

国道２２号
61,627台/日

（大混率︓12.0%）

住宅型有料老人ﾎｰﾑ
とわの社

すずらん一宮市
一宮研伸大学 ナーシングホーム

北斗木曽川

ナーシングハウス
つくしの里高畑

こんぺいとう
一宮

い ふ り べ

伊冨利部古墳

じょうぼ じ

常保寺のイチョウ おじま幼稚園
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：事業実施区域

国道２２号
60,146台/日

（大混率︓15.2%）

名高速一宮線
57,292台/日

（大混率︓12.9%）



環境影響評価の項目

工事の実施 土地又は工作物の
存在及び供用

事業特性・地域特性を踏まえた項目選定の理由（概要）

建
設
機
械
の
稼
働

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に

用
い
る
車
両
の
運
行

切
土
工
等
又
は

既
存
の
工
作
物
の
除
去

工
事
施
工
ヤ
ー
ド
の
設
置

工
事
用
道
路
等
の
設
置

道
路(

地
表
式
又
は
掘
割
式)

の
存
在

道
路(

嵩
上
式)

の
存
在

自
動
車
の
走
行

環境の自
然的構成
要素の良
好な状態
の保持を
旨として調
査、予測
及び評価
されるべき
環境要素

大気環境

大気質

二酸化窒素
浮遊粒子状物質 ● ● ○ 住居等が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用に

係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質による影響が考えられます。

粉じん等 ○ ○ 住居等が存在するため、工事の実施に係る粉じん等による影響が考えられます。

騒音 騒音 ○ ○ ○ 住居等が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用に
係る騒音による影響が考えられます。

振動 振動 ○ ○ ○ 住居等が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用に
係る振動による影響が考えられます。

低周波音 低周波音 ● 住居等が存在し、かつ対象道路は嵩上式（高架構造）で計画しているため、
土地又は工作物の存在及び供用に係る低周波音による影響が考えられます。

水環境 水質 水の濁り ● 日光川及び野府川等の公共用水域が存在するため、工事施工ヤードの設置、
工事の実施に係る水質（水の濁り）への影響が考えられます。

土壌に係る環境
その他の環境

その他の
環境要素 日照阻害 ○ 住居等が存在し、かつ対象道路は嵩上式（高架構造）で計画しているため、

土地又は工作物の存在及び供用に係る日照阻害の影響が考えられます。

■環境影響評価の項目（１／２）

注1）表中の“○”印は国土交通省令に示されている参考項目、“●”印は国土交通省令に示されている参考項目以外の項目、“ ”印は計画段階環境配慮書で選定された計画段階環境配慮事項に準ずる項目を示す。

準備書（案） 第10章 7



環境影響評価の項目

■環境影響評価の項目（２／２）

注1）表中の“○”印は国土交通省令に示されている参考項目、“●”印は国土交通省令に示されている参考項目以外の項目、“■”印は国交省令に示されている参考項目以外の項目のうち愛知県指針示されている項目
“ ”印は計画段階環境配慮書で選定された計画段階環境配慮事項に準ずる項目を示す。

準備書（案） 第10章 8

工事の実施 土地又は工作物の
存在及び供用

事業特性・地域特性を踏まえた項目選定の理由（概要）
建
設
機
械
の
稼
働

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に

用
い
る
車
両
の
運
行

切
土
工
等
又
は

既
存
の
工
作
物
の
除
去

工
事
施
工
ヤ
ー
ド
の
設
置

工
事
用
道
路
等
の
設
置

道
路(

地
表
式
又
は
掘
割
式)

の
存
在

道
路(

嵩
上
式)

の
存
在

自
動
車
の
走
行

生物の多様
性の確保及
び自然環境
の体系的保
全を旨として
調査、予測
及び評価さ
れるべき環
境要素

動物 重要な種及び
注目すべき生息地 ○ ○ 重要な種の生息環境が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及び

供用に係る動物（重要な種）への影響が考えられます。

植物 重要な種及び群落 ○ ○ 重要な種等の生育環境が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及
び供用に係る植物（重要な種）への影響が考えられます。

生態系 地域を特徴づける
生態系 ○ ○

地域を特徴づける生態系を構成する動物・植物の生息・生育基盤が存在するため、
工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用に係る生態系（地域を特徴づける
生態系）への影響が考えられます。

人と自然と
の豊かな触
れ合いの確
保を旨として
調査、予測
及び評価さ
れるべき環
境要素

景観
主要な眺望点及び景
観資源並びに主要な
眺望景観

○ 主要な眺望点及び景観資源が存在するため、土地又は工作物の存在及び供用に
係る主要な眺望景観への影響が考えられます。

人と自然との触
れ合いの活動の
場

主要な人と自然との
触れ合いの活動の場 ○ 主要な人と自然との触れ合いの活動の場が存在するため、土地又は工作物の存在

及び供用に係る主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響が考えられます。

地域の歴史的文化的特性を生かした
環境の状況 ■ ■ 文化財等が存在するため、工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用に係る

文化財等への影響が考えられます。
環境への負
荷の量の程
度により予
測及び評価
されるべき環
境要素

廃棄物等 建設工事に伴う
副産物 ○ 工事の実施に伴い発生する建設副産物を事業実施区域外へ搬出することを想定して

いるため、工事の実施に係る廃棄物等の影響が考えられます。

温室効果ガス等 温室効果ガス等 ■ 工事の実施に伴い温室効果ガス等（二酸化炭素）が発生するため、工事の実施に
係る温室効果ガス等の影響が考えられます。



環境影響評価の調査、予測及び評価の手法

環境要素の区分 調査の手法 予測の手法

大気
環境

大気質
二酸化窒素・浮遊粒子状物質

資料調査、現地調査

拡散式を用いた予測
粉じん等 事例の引用または解析により得られた経験式を用いた予測

騒音 騒音 音の伝搬理論に基づく予測式を用いた計算による予測

振動 振動 事例の引用または解析により得られた振動の伝搬理論式に基づく予測式を
用いた予測

低周波音 低周波音 既存の調査結果より導かれた予測式を用いた予測
水環境 水質 水の濁り 類似事例を用いた推定による予測
その他の環境要素 日照阻害 日影図の作成による予測

動物 重要な種及び注目すべき生息地
科学的知見や類似事例を参考とした予測植物 重要な種及び群落

生態系 地域を特徴づける生態系

景観 主要な眺望点及び景観資源
並びに主要な眺望景観

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と事業実施区域との
重ね合わせによる予測
フォトモンタージュ法等の視覚的な表現方法による予測

人と自然との触れ
合いの活動の場

主要な人と自然との
触れ合いの活動の場

主要な人と自然との触れ合いの活動の場及び自然資源と事業実施区域の
重ね合わせによる予測

地域の歴史的文化的特性を生かした
環境の状況

地域の歴史的文化的特性を生かした環境と事業実施区域の重ね合わせに
よる予測

廃棄物等 建設工事に伴う副産物
資料調査

事業特性及び地域特性の情報を基にした予測
温室効果ガス等 温室効果ガス等 工事実施に伴い発生する温室効果ガスの発生状況を把握

〇調査、予測及び評価の手法は、国土交通省令に基づき、道路環境影響評価の技術手法(平成24・令和2年度版)に示される手法、
並びに愛知県の環境影響評価指針に示される参考手法を参考として、事業特性及び地域特性を踏まえて選定しています。

準備書（案） 第10章 9

評価の手法 ➀事業者により実行可能な範囲内で回避又は低減、若しくは環境保全への配慮がなされているか検討
②法的な基準に適合しているか検討（※法令で評価基準または目標が示されている場合）



環境影響評価の結果（全体）

（凡 例）
予測結果 ○：影響がない又は極めて小さい／ ×：影響あり（基準超過など）
評価結果 ○：環境の保全についての配慮が適正

■環境影響評価の結果（１／２）

環境要素の区分 影響要因の区分

予測結果
環境保全措置

評価

結果
事後調査

工事
供用・

存在

大気質

二酸化窒素

・浮遊粒子

状物質

工事(建設機械) ○ - － ○ 実施しない

工事(工事用車両) ○ - － ○ 実施しない

供用 - ○ － ○ 実施しない

粉じん等
工事(建設機械) ○ - － ○ 実施しない

工事(工事用車両) ○ - － ○ 実施しない

騒音

工事(建設機械) × - 防音シートなどの遮音対策 ○ 実施しない

工事(工事用車両) 〇※ - － ○ 実施しない

供用 - × 遮音壁の設置、排水性舗装の敷設 ○ 実施しない

振動

工事(建設機械) ○ - － ○ 実施しない

工事(工事用車両) ○ - － ○ 実施しない

供用 - ○ － ○ 実施しない

低周波音 低周波音 供用 - ○ － ○ 実施しない

水質 水の濁り 工事 ○ - － ○ 実施しない

日照阻害 存在 - ○ － ○ 実施しない

準備書（案） 第11章
第12章
第13章
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※騒音（工事用車両）の予測結果は、予測値が基準又は目標を超過しているが、現況値を増加させない値である。



環境影響評価の結果（大気質） 準備書（案） 第11章 11

松降通

大赤見公園

：事業実施区域

調査・予測地点等位置図

● 現地調査地点（風向風速、日射量）

●
現地調査地点（窒素酸化物、二酸化窒素

及び浮遊粒子状物質、風向風速）

予測地点(工事（建設機械）)

予測地点（工事（工事用車両））

予測地点（供用）

工事用車両の運行ルート

環境要素の区分 調査した情報 調査の手法

二酸化窒素・浮遊粒子状物質

○大気質の状況

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

○気象の状況

（風速、風向、日射量）

○その他

（交通量、走行速度等）

既存資料調査

及び現地調査

粉じん等

■調査結果

＜気象＞
平均風速：1.9m/s
最多風向：西北西

＜二酸化窒素、浮遊粒子状物質＞
窒素酸化物：0.013ppm（四季平均）
二酸化窒素：0.010ppm（四季平均）
浮遊粒子状物質：0.017ppm（四季平均）

＜気象＞
平均風速：2.2m/s
最多風向：西北西
日 射 量：0.38～0.96MJ/m2



環境影響評価の結果（大気質）

環境要素の

区分
影響要因の区分

予 測

環境保全措置 評 価
予測の手法 予測の結果

整合を図るべき基準

又は参考値

二酸化窒素

工事(建設機械)

拡散式を

用いた予測

0.0275～0.0372ppm 【環境基準】

1時間値の1日平均値が

0.04ppm～0.06ppmの

ゾーン内又はそれ以下

－ ○

工事(工事用車両) 0.024～0.027ppm － ○

供用 0.024～0.026ppm － ○

浮遊

粒子状物質

工事(建設機械) 0.0436～0.0450mg/m3

【環境基準】
1時間値の1日平均値が

0.10mg/m3以下

－ ○

工事(工事用車両) 0.043mg/m3 － ○

供用 0.0432～0.0433mg/m3 － ○

粉じん等

工事(建設機械)

事例の引用また

は解析により得ら

れた経験式を用

いた予測

2.2～7.2t/km2/月

【参考値※】
（10t/km2/月）

－ ○

工事(工事用車両) 0.3～1.1t/km2/月 － ○

準備書（案） 第11章 12

■予測・評価結果

※参考値：スパイクタイヤ粉じんにおける生活環境の保全が必要な地域の指標を参考とした目安20t/km2/月（「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施
行について」（平成2 年7 月環大自第84 号））から、降下ばいじん量の比較的高い地域の値である10t/km2/月を差し引いて設定された値



環境影響評価の結果（騒音） 準備書（案） 第11章 13

■調査結果

：事業実施区域

調査・予測地点等位置図

● 現地調査地点（道路交通騒音）

● 現地調査地点（一般環境騒音）

予測地点(工事（建設機械）)

予測地点（工事（工事用車両））

予測地点（供用）

工事用車両の運行ルート

調査した情報 調査の手法

○騒音の状況

（騒音レベル(LA5、LAeq)）

○その他

（交通量、地表面の種類、住居等の平均階数等）

現地調査

道路交通騒音（●）
LA5 ： 69～77dB
LAeq： 昼間60～72dB、夜間59～69dB

一般環境騒音（●）
LA5 ： 52～56dB
LAeq： 昼間48～53dB、夜間43～49dB



環境影響評価の結果（騒音）

影響要因

の区分

予 測 環境保全措置

評 価
予測の手法 予測の結果 整合を図るべき基準 環境保全措置

環境保全措置後の

騒音レベル

工事

(建設機械)

音の伝搬理論に

基づく予測式を

用いた計算による

予測

＜LA5又はLA,Fmax,5＞

79dB～99dB

【規制基準】

85dB

防音シート等の

遮音対策

＜LA5又はLA,Fmax,5＞

79dB～85dB
○

工事

(工事用車両)

＜LAeq＞

60dB～72dB

※現況値を増加させない

【環境基準】

70dB
－ － ○

供用

＜LAeq＞

■近接空間

昼間 66～74dB

夜間 62～69dB

■背後地

昼間 61～70dB

夜間 56～64dB

【環境基準】

■近接空間

昼間 70dB

夜間 65dB

■背後地

昼間 65dB

夜間 60dB

遮音壁の設置

排水性舗装の敷設

■近接空間

昼間65～69dB

夜間60～64dB

■背後地

昼間61～65dB

夜間56～59dB

○

準備書（案） 第11章 14

■予測・評価結果



環境影響評価の結果（振動） 準備書（案） 第11章 15

調査した情報 調査結果の概要

○振動の状況
（振動レベル(L10)）

○その他
（地盤種別、地表面の種類、地盤卓越振動数）

既存資料調査

及び現地調査

■調査結果

：事業実施区域

● 現地調査地点（道路交通振動）

● 現地調査地点（一般環境振動）

予測地点(工事（建設機械）)

予測地点（工事（工事用車両））

予測地点（供用）

工事用車両の運行ルート

道路交通振動（●）
L10 ： 昼間43～52dB、夜間39～49dB

一般環境振動（●）
L10 ： 昼間28～33dB 、夜間22～31dB



環境影響評価の結果（振動） 準備書（案） 第11章 16

■予測・評価結果

影響要因

の区分

予 測
環境保全措置 評価

予測の手法 予測結果 整合を図るべき基準

工事

(建設機械)

事例の引用または

解析により得られた

振動の伝搬理論式に

基づく予測式を用いた

予測

＜L10＞

53dB～68dB

【規制基準】

75dB
－ ○

工事

(工事用車両)

＜L10＞

43dB～52dB

【規制基準】

70dB
－ ○

供用

＜L10＞

昼間50～52dB

夜間50～52dB

【規制基準】

昼間70dB

夜間65dB

－ ○



環境影響評価の結果（低周波音） 準備書（案） 第11章 17
■調査、予測及び評価結果

影響要因

の区分

予 測

環境保全措置 評価
予測の手法 予測結果

整合を図るべき基準

又は参考値

供用

既存の調査結果より

導かれた予測式を用いた

予測

＜L50＞ 74～81dB

＜LG5＞ 82～88dB

【参考となる値※】

＜L50＞ 90dB

＜LG5＞ 100dB

－ ○

調査した情報 調査の手法

○低周波音の状況

（音圧レベル(L50、LG5)）

○その他

（住居等の位置）

現地調査

：事業実施区域

調査・予測地点等位置図

● 現地調査地点（道路交通低周波音）

● 現地調査地点（一般環境低周波音）

予測地点

道路交通低周波音（●）
L50 ： 56～80dB
LG5 ： 67～86dB

一般環境低周波音（●）
L50 ： 56～68dB
LG5  ： 66～75dB

※参考となる値：環境庁（現環境省）の一般環境中の低周波音の測定結果（一般環境中に存在する低周波音圧レベル：L50）
及びISO7196に規定されたG特性音圧レベル（LG50）



環境影響評価の結果（水質） 準備書（案） 第11章 18

河川

● 現地調査地点 ：事業実施区域

調査地点位置図

千間堀川

縁葉川

大江川

日光川 高田川
野府川

■調査、予測及び評価結果

影響要因の

区分

予 測
環境保全措置 評 価

予測の手法 予測結果

工事
類似事例を用いた

推定による予測

工事は概ね既存道路の敷地内で実施されること、工事用

車両運行ルートは既存幹線道路を極力利用する計画であ

ること、地形の改変による裸地等の発生を極力抑えること

等より、水の濁りの影響は極めて小さいと予測。

－ ○

調査した情報 調査の手法

〇水質の状況

（浮遊物質量の濃度、濁度）

〇水象の状況

（河川の流量、流向及び流速）

現地調査

浮遊物質量：1未満～34mg/l
濁 度：0.6～17度

流 速：0.077～0.565m/s
流 量：0.34～171.54m3/min



環境影響評価の結果（日照阻害） 準備書（案） 第11章 19

※参考値：「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和51 年建設省計用発第4 号）に示されている第1 種住居地域等における
日陰時間の5 時間

：事業実施区域

■調査、予測及び評価結果

影響要因

の区分

予 測
環境保全措置 評 価

予測の手法 予測結果 参考値

道路の存在
日影図の作成による

予測

橋梁設置後の日影時間は

1時間未満から5時間未満

【参考値※】

5時間以下
― ○

調査した情報 調査の手法 調査結果

〇土地利用の状況

（住居等の立地状況）

〇その他

（住居の立地する土地の高さや傾斜等）

既存資料調査

及び現地調査

住居等が対象道路（嵩上式）沿道に立地。

対象道路に最も近接する住居は対象道路から約８m離れている。

予測地点位置図

予測地点



環境影響評価の調査、予測及び評価の手法

環境要素の区分 調査の手法 予測の手法

大気
環境

大気質
二酸化窒素・浮遊粒子状物質

資料調査、現地調査

拡散式を用いた予測
粉じん等 事例の引用または解析により得られた経験式を用いた予測

騒音 騒音 音の伝搬理論に基づく予測式を用いた計算による予測

振動 振動 事例の引用または解析により得られた振動の伝搬理論式に基づく予測式を
用いた予測

低周波音 低周波音 既存の調査結果より導かれた予測式を用いた予測
水環境 水質 水の濁り 類似事例を用いた推定による予測
その他の環境要素 日照阻害 日影図の作成による予測

動物 重要な種及び注目すべき生息地
科学的知見や類似事例を参考とした予測植物 重要な種及び群落

生態系 地域を特徴づける生態系

景観 主要な眺望点及び景観資源
並びに主要な眺望景観

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と事業実施区域との
重ね合わせによる予測
フォトモンタージュ法等の視覚的な表現方法による予測

人と自然との触れ
合いの活動の場

主要な人と自然との
触れ合いの活動の場

主要な人と自然との触れ合いの活動の場及び自然資源と事業実施区域の
重ね合わせによる予測

地域の歴史的文化的特性を生かした
環境の状況

地域の歴史的文化的特性を生かした環境と事業実施区域の重ね合わせに
よる予測

廃棄物等 建設工事に伴う副産物
資料調査

事業特性及び地域特性の情報を基にした予測
温室効果ガス等 温室効果ガス等 工事実施に伴い発生する温室効果ガスの発生状況を把握

〇調査、予測及び評価の手法は、国土交通省令に基づき、道路環境影響評価の技術手法(平成24・令和2年度版)に示される手法、
並びに愛知県の環境影響評価指針に示される参考手法を参考として、事業特性及び地域特性を踏まえて選定しています。

準備書（案） 第10章 20

評価の手法 ➀事業者により実行可能な範囲内で回避又は低減、若しくは環境保全への配慮がなされているか検討
②法的な基準に適合しているか検討（※法令で評価基準または目標が示されている場合）


